
提

出

者

保

坂

展

人

平
成
十
三
年
八
月
十
日
提
出

質

問

第

一

五

号

「
大
東
亜
戦
争
」
と
靖
国
神
社
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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「
大
東
亜
戦
争
」
と
靖
国
神
社
に
関
す
る
質
問
主
意
書

日
本
政
府
が
か
つ
て
「
大
東
亜
戦
争
」
と
命
名
し
た
戦
争
や
日
中
戦
争
に
つ
い
て
、
現
在
の
歴
史
認
識
な
ど
を
問
う
。
そ
の

中
で
、
扶
桑
社
の
「
新
し
い
歴
史
教
科
書
」
（
以
下
「
扶
桑
社
本
」
と
す
る
）
に
つ
い
て
も
た
だ
す
。
さ
ら
に
、
小
泉
純
一
郎

総
理
が
公
式
参
拝
し
よ
う
と
し
て
い
る
宗
教
法
人
靖
国
神
社
の
あ
り
方
な
ど
も
質
問
す
る
。

一

戦
争

（
�
）

一
九
二
八
年
に
中
国
で
�
介
石
が
国
民
党
政
権
を
樹
立
し
た
後
、
満
州
な
ど
で
起
こ
っ
た
中
国
人
に
よ
る
排
日
運

動
に
つ
い
て
、
政
府
が
確
認
し
て
い
る
事
実
を
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。

（
�
）

扶
桑
社
本
は
、
五
・
一
五
事
件
の
後
「
世
論
の
支
持
の
も
と
、
軍
人
や
役
人
を
中
心
と
し
た
内
閣
が
任
命
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
」
と
記
述
し
て
い
る
が
、
日
本
政
府
の
歴
史
認
識
も
同
じ
か
。

（
�
）

国
際
連
盟
が
派
遣
し
た
リ
ッ
ト
ン
調
査
団
の
報
告
書
に
「
満
州
に
お
け
る
不
法
行
為
に
よ
っ
て
日
本
の
安
全
が
お

び
や
か
さ
れ
て
い
た
こ
と
」
や
「
満
州
に
お
け
る
日
本
の
権
益
」
を
認
め
る
記
述
は
あ
る
か
。

（
�
）

扶
桑
社
本
は
二
・
二
六
事
件
後
、
「
政
治
家
は
絶
え
ず
テ
ロ
に
よ
る
生
命
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

陸
軍
が
支
持
し
な
い
内
閣
の
成
立
も
困
難
と
な
っ
た
。
言
論
の
自
由
も
、
し
だ
い
に
せ
ば
め
ら
れ
て
い
っ
た
。
」
と

一



記
述
し
て
い
る
が
、
日
本
政
府
の
歴
史
認
識
も
同
じ
か
。

（
�
）

盧
溝
橋
事
件
に
つ
い
て
、
政
府
の
歴
史
認
識
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
�
）

一
九
三
七
年
十
二
月
の
南
京
大
虐
殺
に
つ
い
て
、
政
府
の
歴
史
認
識
を
示
さ
れ
た
い
。

（
�
）

扶
桑
社
本
は
日
米
開
戦
に
つ
い
て
「
日
本
の
海
軍
機
動
部
隊
が
、
ハ
ワ
イ
の
真
珠
湾
に
停
泊
す
る
米
太
平
洋
艦
隊

を
空
襲
し
た
。
艦
は
次
々
に
沈
没
し
、
飛
行
機
も
片
端
か
ら
炎
上
し
て
大
戦
果
を
あ
げ
た
。
こ
の
こ
と
が
報
道
さ
れ

る
と
、
日
本
国
民
の
気
分
は
一
気
に
高
ま
り
、
長
い
日
中
戦
争
の
陰
う
つ
な
気
分
が
一
変
し
た
。
第
一
次
世
界
大
戦

以
降
、
力
を
つ
け
て
き
た
日
本
と
ア
メ
リ
カ
が
つ
い
に
対
決
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
」
と
記
述
し
て
い
る

が
、
政
府
の
歴
史
認
識
も
同
じ
か
。

（
�
）

扶
桑
社
本
は
日
米
開
戦
と
同
じ
日
に
「
日
本
の
陸
軍
部
隊
は
マ
レ
ー
半
島
に
上
陸
し
、
イ
ギ
リ
ス
軍
と
の
戦
い
を

開
始
し
た
。
自
転
車
に
乗
っ
た
銀
輪
部
隊
を
先
頭
に
、
日
本
軍
は
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
と
ゴ
ム
の
林
の
間
を
ぬ
っ
て
英
軍

を
撃
退
し
な
が
ら
、
五
五
日
間
で
マ
レ
ー
半
島
約
一
〇
〇
〇
キ
ロ
を
縦
断
し
、
翌
年
二
月
に
は
、
わ
ず
か
七
〇
日
で

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
陥
落
さ
せ
、
つ
い
に
日
本
は
イ
ギ
リ
ス
の
東
南
ア
ジ
ア
支
配
を
崩
し
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ジ
ャ

ワ
・
ビ
ル
マ
な
ど
で
も
、
日
本
は
米
・
蘭
・
英
軍
を
破
り
、
結
局
一
〇
〇
日
ほ
ど
で
、
大
勝
利
の
う
ち
に
緒
戦
を
制

二



し
た
。
こ
れ
は
、
数
百
年
に
わ
た
る
白
人
の
植
民
地
支
配
に
あ
え
い
で
い
た
、
現
地
の
人
々
の
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ

の
勝
利
だ
っ
た
。
こ
の
日
本
の
緒
戦
の
勝
利
は
、
東
南
ア
ジ
ア
や
イ
ン
ド
の
多
く
の
人
々
に
独
立
へ
の
夢
と
勇
気
を

育
ん
だ
」
と
記
述
し
て
い
る
が
、
政
府
も
同
じ
歴
史
認
識
か
。
自
発
的
な
「
現
地
の
人
々
の
協
力
」
に
つ
い
て
、
政

府
が
把
握
し
て
い
る
事
実
を
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。
同
様
に
「
東
南
ア
ジ
ア
や
イ
ン
ド
の
多
く
の
人
々
に
独
立
へ

の
夢
と
勇
気
を
育
ん
だ
」
と
さ
れ
る
具
体
的
な
事
実
は
確
認
し
て
い
る
か
。
自
発
的
な
行
動
な
ど
を
明
ら
か
に
さ
れ

た
い
。

（
�
）

扶
桑
社
本
は
「
大
東
亜
戦
争
」
に
つ
い
て
、
カ
ッ
コ
書
き
で
「
戦
後
、
ア
メ
リ
カ
側
が
こ
の
名
称
を
禁
止
し
た
の

で
太
平
洋
戦
争
と
い
う
用
語
が
一
般
的
に
な
っ
た
。
」
と
記
述
し
て
い
る
が
、
政
府
の
歴
史
認
識
は
同
じ
か
。
一
般

的
で
な
い
名
称
が
主
に
記
載
さ
れ
、
一
般
的
な
名
称
が
カ
ッ
コ
書
き
さ
れ
て
い
る
の
は
適
当
と
考
え
る
か
。

（
��
）

扶
桑
社
本
は
「
緒
戦
の
勝
利
に
日
本
国
民
は
酔
っ
て
い
た
」
と
記
述
し
て
い
る
が
、
日
本
政
府
の
歴
史
認
識
も
同

じ
か
。
同
じ
と
す
れ
ば
、
ど
の
程
度
の
国
民
が
「
酔
っ
て
い
た
」
と
考
え
る
か
。

（
��
）

扶
桑
社
本
は
「
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
列
島
の
ア
ッ
ツ
島
で
は
、
わ
ず
か
二
〇
〇
〇
名
の
日
本
軍
守
備
隊
が
二
万
の
米

軍
を
相
手
に
一
歩
も
引
か
ず
、
弾
丸
や
米
の
補
給
が
途
絶
え
て
も
抵
抗
を
続
け
、
玉
砕
し
て
い
っ
た
。
こ
う
し
て
、

三



南
太
平
洋
か
ら
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
を
へ
て
中
部
太
平
洋
の
マ
リ
ア
ナ
諸
島
の
島
々
で
、
日
本
軍
は
降
伏
す
る
こ
と
な

く
、
次
々
と
玉
砕
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
」
と
記
述
し
て
い
る
が
、
政
府
は
降
伏
せ
ず
に
玉
砕
し
た
こ
と
に
つ
い

て
、
正
し
か
っ
た
と
考
え
る
か
。

（
��
）

「
神
風
特
別
攻
撃
隊
」
（
特
攻
隊
）
は
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
、
だ
れ
が
発
案
し
、
実
行
さ
れ
た
の
か
。
特
攻
で
亡

く
な
っ
た
人
は
何
人
か
。
出
撃
し
た
飛
行
機
は
何
機
で
、
迎
撃
さ
れ
ず
に
敵
艦
に
命
中
し
た
飛
行
機
は
何
機
か
。
政

府
は
特
攻
隊
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

（
��
）

扶
桑
社
本
は
「
沖
縄
で
は
、
鉄
血
勤
皇
隊
の
少
年
や
ひ
め
ゆ
り
部
隊
の
少
女
た
ち
ま
で
が
勇
敢
に
戦
っ
て
、
一
般

住
民
約
九
万
四
〇
〇
〇
人
が
生
命
を
失
い
、
一
〇
万
人
近
い
兵
士
が
戦
死
し
た
。
」
と
記
述
し
て
い
る
が
、
政
府
は

沖
縄
戦
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

（
��
）

政
府
は
（
�
）
（
�
）
（
��
）
で
引
用
し
た
戦
争
の
記
述
は
、
中
学
生
の
教
科
書
と
し
て
適
当
と
考
え
る
か
。

（
��
）

一
九
四
三
年
十
一
月
の
「
大
東
亜
会
議
」
に
つ
い
て
、
開
催
の
経
緯
、
出
席
者
と
そ
の
戦
後
各
国
で
の
地
位
、
共

同
宣
言
の
内
容
な
ど
を
示
さ
れ
た
い
。

（
��
）

扶
桑
社
本
は
前
述
の
よ
う
に
「
東
南
ア
ジ
ア
や
イ
ン
ド
の
多
く
の
人
々
に
独
立
へ
の
夢
と
勇
気
を
育
ん
だ
」
な
ど

四



と
記
述
す
る
一
方
で
「
し
か
し
、
大
東
亜
共
栄
圏
の
も
と
で
は
、
日
本
語
教
育
や
神
社
参
拝
が
強
要
さ
れ
た
の
で
、

現
地
の
人
の
反
発
が
強
ま
っ
た
。
ま
た
、
戦
局
が
悪
化
し
、
日
本
軍
に
よ
っ
て
現
地
の
人
々
が
苛
酷
な
労
働
に
従
事

さ
せ
ら
れ
る
場
合
も
し
ば
し
ば
お
き
た
。
そ
し
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
マ
レ
ー
な
ど
の
よ
う
に
、
連
合
軍
と
結
ん
だ
抗

日
ゲ
リ
ラ
活
動
が
さ
か
ん
に
な
る
地
域
も
出
て
き
た
。
日
本
は
こ
れ
に
き
び
し
く
対
処
し
、
ま
た
日
本
軍
に
よ
っ
て

死
傷
す
る
人
々
の
数
も
多
数
に
の
ぼ
っ
た
」
と
書
い
て
い
る
。
政
府
は
日
本
語
教
育
や
神
社
参
拝
の
強
要
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。
日
本
軍
に
よ
っ
て
死
傷
し
た
人
々
は
何
人
か
。
国
別
で
示
さ
れ
た
い
。

（
��
）

扶
桑
社
本
は
「
戦
時
中
、
日
本
に
よ
っ
て
訓
練
さ
れ
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
軍
隊
が
中
心
と
な
っ
て
独
立
戦
争
を
開

始
し
、
一
九
四
九
年
独
立
を
達
成
し
た
。
」
「
イ
ン
ド
で
は
、
日
本
軍
と
協
力
し
た
イ
ン
ド
国
民
軍
の
兵
士
を
イ
ギ

リ
ス
が
裁
判
に
か
け
た
こ
と
に
対
し
て
、
は
げ
し
い
民
衆
の
抗
議
運
動
な
ど
も
お
き
た
」
「
日
本
軍
の
南
方
進
出

は
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
独
立
を
早
め
る
一
つ
の
き
っ
か
け
」
と
記
述
し
て
い
る
が
、
政
府
の
歴
史
認
識
も
同
じ
か
。

（
��
）

学
徒
出
陣
、
女
子
挺
身
隊
の
規
模
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
政
府
は
、
こ
う
し
た
制
度

を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

（
��
）

朝
鮮
や
台
湾
で
の
徴
兵
、
徴
用
の
規
模
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
政
府
は
朝
鮮
、
台
湾
で
の
徴
兵
や
徴

五



用
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

（
��
）

朝
鮮
人
や
中
国
人
の
「
強
制
連
行
」
に
つ
い
て
、
そ
の
経
緯
、
規
模
、
政
府
の
現
在
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

（
��
）

朝
鮮
や
台
湾
で
進
め
ら
れ
た
「
皇
民
化
政
策
」
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
内
容
を
詳
述
す
る
と
と
も
に
、
現
在
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
��
）

扶
桑
社
本
は
「
困
難
の
中
、
多
く
の
国
民
は
よ
く
働
き
、
よ
く
戦
っ
た
。
そ
れ
は
戦
争
の
勝
利
を
願
っ
て
の
行
動

で
あ
っ
た
」
と
記
述
し
て
い
る
が
、
政
府
の
歴
史
認
識
も
同
じ
か
。

（
��
）

第
二
次
世
界
大
戦
の
戦
死
者
は
何
人
か
。
日
本
も
含
め
国
別
で
示
さ
れ
た
い
。

（
��
）

原
爆
投
下
に
つ
い
て
、
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
��
）

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
の
経
緯
に
つ
い
て
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
��
）

過
去
の
戦
争
で
、
各
国
が
非
武
装
の
民
間
人
や
捕
虜
の
虐
殺
に
及
ん
だ
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
、
政
府
が
把
握
し
て
い

る
事
実
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
��
）

東
京
裁
判
に
つ
い
て
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

（
�	
）

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
に
よ
る
日
本
の
独
立
に
際
し
て
、
東
京
裁
判
は
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
た

六



か
。
ま
た
旧
ソ
連
や
中
国
と
の
国
交
回
復
に
際
し
て
、
東
京
裁
判
は
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
か
。

（
��
）

中
国
が
国
交
回
復
に
際
し
て
、
賠
償
を
求
め
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

（
��
）

扶
桑
社
本
は
「
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
、
新
聞
、
雑
誌
、
ラ
ジ
オ
、
映
画
を
通
じ
て
、
日
本
の
戦
争
が
い
か
に
不
当
な
も
の
で

あ
っ
た
か
を
宣
伝
し
た
。
こ
う
し
た
宣
伝
は
、
東
京
裁
判
と
な
ら
ん
で
、
日
本
人
の
自
国
の
戦
争
に
対
す
る
罪
悪
感

を
つ
ち
か
い
、
戦
後
日
本
人
の
歴
史
の
見
方
に
影
響
を
与
え
た
」
と
記
述
し
て
い
る
が
、
政
府
も
同
じ
認
識
か
。

（
��
）

政
府
は
「
大
東
亜
戦
争
」
や
日
中
戦
争
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。
そ
の
責
任
の
所
在
に
つ
い
て
の
見

解
も
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
ア
ジ
ア
諸
国
に
対
す
る
侵
略
の
反
省
は
あ
る
か
。
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
外
交
で
、
戦
争
の
歴

史
に
つ
い
て
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
は
あ
る
か
。

二

靖
国
神
社

（
�
）

中
国
や
韓
国
が
総
理
の
宗
教
法
人
靖
国
神
社
へ
の
公
式
参
拝
に
反
対
し
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
、
政
府
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

（
�
）

宗
教
法
人
靖
国
神
社
に
合
祀
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ど
ん
な
人
で
、
何
柱
と
承
知
し
て
い
る
か
。
そ
の
内
訳
（
維
新

前
後
殉
難
者
か
ら
大
東
亜
戦
争
ま
で
の
各
戦
争
毎
の
柱
数
と
、
軍
人
軍
属
、
準
軍
属
及
び
そ
の
他
、
朝
鮮
・
台
湾
出
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身
者
の
各
柱
数
）
も
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
�
）

一
九
四
五
年
八
月
ま
で
に
現
在
の
宗
教
法
人
靖
国
神
社
に
支
出
さ
れ
た
国
の
予
算
は
合
計
い
く
ら
か
。
ま
た
戦

後
、
宗
教
法
人
靖
国
神
社
に
支
出
さ
れ
た
国
の
予
算
、
譲
渡
し
た
国
有
地
の
価
格
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
�
）

靖
国
神
社
が
宗
教
法
人
と
な
っ
た
理
由
、
経
緯
に
つ
い
て
、
政
府
が
把
握
し
て
い
る
事
実
を
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。
宗
教
法
人
と
な
っ
た
靖
国
神
社
に
国
有
境
内
地
が
譲
渡
さ
れ
た
理
由
、
経
緯
、
憲
法
と
の
整
合
性
を
説
明
さ
れ

た
い
。

（
�
）

宗
教
法
人
靖
国
神
社
が
Ａ
級
戦
犯
を
合
祀
し
た
理
由
、
経
緯
に
つ
い
て
、
政
府
が
確
認
し
て
い
る
事
実
を
明
ら
か

に
さ
れ
た
い
。

（
�
）

公
式
参
拝
を
目
指
す
小
泉
総
理
は
合
祀
さ
れ
て
い
る
Ａ
級
戦
犯
に
つ
い
て
、
参
院
選
前
の
党
首
討
論
会
な
ど
で

「
死
ね
ば
仏
様
」
な
ど
と
発
言
し
て
い
る
が
、
そ
の
真
意
を
説
明
さ
れ
た
い
。

（
�
）

戦
前
の
「
修
身
」
教
科
書
な
ど
は
、
靖
国
神
社
に
つ
い
て
「
君
の
た
め
国
の
た
め
に
死
ん
だ
人
々
を
ま
つ
つ
て
あ

り
ま
す
」
「
わ
た
く
し
ど
も
は
陛
下
の
御
め
ぐ
み
の
深
い
こ
と
を
思
ひ
、
こ
こ
に
ま
つ
つ
て
あ
る
人
々
に
な
ら
つ

て
、
君
の
た
め
国
の
た
め
に
つ
く
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
教
え
て
い
た
が
、
政
府
は
現
在
も
、
国
民
は
「
靖

八



国
神
社
に
ま
つ
つ
て
あ
る
人
々
に
な
ら
つ
て
、
君
の
た
め
国
の
た
め
に
つ
く
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
考
え
て

い
る
か
。

（
�
）

朝
日
新
聞
八
月
九
日
付
け
夕
刊
四
面
の
記
事
に
よ
る
と
、
特
攻
隊
の
兵
士
は
「
や
ら
せ
て
く
れ
る
な
ら
、
体
当
た

り
し
な
く
て
も
、
五
百
キ
ロ
の
爆
弾
を
敵
の
空
母
に
命
中
さ
せ
て
帰
っ
て
き
て
み
せ
る
の
だ
が
。
…
ぼ
く
は
明
日
、

天
皇
陛
下
の
た
め
と
か
、
大
日
本
帝
国
の
た
め
に
征
く
の
で
は
な
い
、
最
愛
の
Ｋ
Ａ
（
妻
を
意
味
す
る
海
軍
隠
語
）

の
た
め
に
往
く
よ
」
「
野
砲
兵
と
馬
、
そ
れ
は
切
っ
て
も
切
れ
ぬ
関
係
が
あ
り
、
人
間
よ
り
も
馬
の
方
が
遙
か
に
大

切
で
あ
る
」
「
も
し
、
貴
様
が
生
き
残
っ
た
ら
、
戦
闘
機
が
爆
弾
を
抱
え
て
体
当
た
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

事
実
を
、
き
っ
と
後
世
に
伝
え
て
く
れ
」
と
遺
書
を
残
し
て
い
る
が
、
政
府
は
こ
う
し
た
特
攻
隊
員
の
気
持
ち
を
ど

の
よ
う
に
考
え
る
か
。

（
�
）

国
際
的
に
戦
争
責
任
者
と
さ
れ
た
Ａ
級
戦
犯
に
加
え
て
、
逆
ら
う
こ
と
の
で
き
な
い
国
の
命
令
で
（
�
）
の
よ
う

な
無
念
の
遺
書
を
残
し
て
亡
く
な
っ
た
特
攻
隊
員
ら
も
本
人
の
遺
志
、
遺
族
の
意
向
に
か
か
わ
ら
ず
、
宗
教
法
人
靖

国
神
社
に
は
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。
現
在
の
国
の
責
任
者
で
あ
る
総
理
の
公
式
参
拝
は
適
当
か
。

（
��
）

総
理
の
宗
教
法
人
靖
国
神
社
参
拝
は
、
憲
法
の
定
め
る
「
政
教
分
離
」
に
反
し
な
い
の
か
。

九



右
質
問
す
る
。
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